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平成29年

２月25日、第10回たっこにんにくまつりにて「第２回田子町フォトコンテスト」の表彰式が
行われました。表紙はグランプリに輝いた清水目章司さん（七戸町・右写真）の「初秋」です。
◎選評　秋がだんだん深まるさま。マイナスイオンに満ちた作品です。斜め下から仰ぎ見たようです。
　臨場感があり滝を壮大かつ立体的に見せています。

グランプリ決まる
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●
今
月
の
話
題

スポーツ賞

●スポーツ功労賞（個人）
　上沢孝範（田子町スキー協会）

子どもへのスキー指導で長年
活躍し、スキー及びスポーツ
の普及・振興に貢献。
現在も町内各学校のスキー教
室で指導。
田子町スキー協会副会長
　（Ｈ17 ～現在）
田子町体育協会評議委員（Ｈ17 ～Ｈ25）
スポネットたっこ理事（Ｈ25 ～現在）など歴任

●スポーツ大賞（個人）
　中平賢郷（早稲田大学１年）

　※ 受賞時：東奥義塾高３年
平成27年度全国高等学校総
合体育大会　男子スラロー
ム競技　第１位

文化賞

●文化奨励賞（団体）
　田子高等学校郷土芸能部

●文化奨励賞（個人）
　蛇沼　愛（三戸高２年）

●児童・生徒文化奨励賞（団体）
　田子小４年楽しかった野菜しゅうかく新聞班

●児童・生徒文化奨励賞（個人）
　川上菜央（田子小５年）

　釜渕聖雫（田子小２年）

　星　斗翔（清水頭小２年）

２月23日、中央公民館ホールで平成28年田子町文化賞・スポーツ賞表彰
式が行われました。受賞者は以下の通りです。

田
子
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

文
化
賞
を
受
賞
し
た
み
な
さ
ん

平成
28年
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●
今
月
の
話
題

●スポーツ賞（個人）
　市川修斗（弘前学院聖愛高２年）

平成28年度春季青森県高等学校野球選手権大会
　第２位
第98回全国高等学校野球選手権青森大会
　ベスト４（３位決定戦なし）

　小原　潤（三本木農業高１年）
第69回青森県高等学校総合体育大会相撲競技会
　体重別個人80kg 以上100kg 未満　第３位
第69回青森県高等学校相撲新人大会
　団体　三農Ｂチーム　第３位
　体重別個人100kg 級　第３位

　鳥井本遙奈（三本木農業高１年）
平成28年度青森県高等学校女子相撲選手権大会
　女子個人　第３位
第69回青森県高等学校相撲新人大会
　女子個人戦　第２位

●スポーツ奨励賞（団体）
　田子中学校相撲部
　田子小学校５年男子陸上リレーチーム
　田子小スポーツ少年団ミニバスケットボール部
●スポーツ奨励賞（個人）
　山市紗友理（田子中３年）　相撲競技
　谷内達哉（田子中２年）　　相撲競技
　吉田陽菜（田子中１年）　　相撲競技
　中山聖翔（田子小５年）　　陸上競技
　川上菜央（田子小５年）　　陸上競技
　三田慶希（田子小４年）　　相撲競技

山市大悟（三本木農業高３年）
第71回国民体育大会相撲競
技会　少年男子団体　第３位

尾形梨紗（三本木農業高３年）
第８回高等学校ネットワー
ク・アーチェリーインドア大
会　女子の部　第１位
第34回東北高等学校アーチ
ェリー選手権大会　女子団体
第１位

袖村華歩（田子高３年）
第46回東北高等学校弓道選
手権大会　女子個人の部
第２位

ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
み
な
さ
ん



4

●
今
月
の
話
題

　

２
月
25
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
第
10

回
た
っ
こ
に
ん
に
く
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

に
ん
に
く
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
内
沢
繁
美
実
行
委
員
長
）

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
約
２
０
０
０
名
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、「
高
菜
か
や
ぎ
」や「
モ
ッ
ツ
も
つ
鍋
」
な

ど
５
種
類
の
鍋
料
理
や
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
を
使
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
人
気
を
競
う「
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
料

理
オ
ン
リ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」と
い
っ
た
料
理
の
出
店
の

ほ
か
、
田
子
町
産
の
黒
に
ん
に
く
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
、
な

べ
こ
だ
ん
ご
、
ま
め
し
と
ぎ
な
ど
の
販
売
や
田
子
高
校
郷

土
芸
能
部
保
護
者
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
た
っ
こ
ご
当
地
ス

イ
ー
ツ
な
ど
の
販
売
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
た
っ
こ
王
子
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
、食
券
を
買
っ
て
参
加
で
き
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、

来
年
度
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
を
決
め
る
コ
ン
テ
ス
ト
が

あ
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第10回たっこにんにくまつり

　町内外から５名がエントリーし、応募の動機や
意気込みを述べ、ガーリックレディにかける思い
をアピールしました。
　審査員からは、にんにくの魅力、町の好きなイ
ベント、どうしたら集客できるかなどの質問があ
り、受け答えの内容などを踏まえて厳正な審査が
行われました。また、会場にいた来場者の方も審
査に参加し、１票を投じました。
◎コンテストの結果
　ガーリックレディ　　田中美沙子（24・田子町）
　準ガーリックレディ　平舘真理奈（23・八戸市）
　　　　　　　　　　　安ヶ平風歌（16・南部町）
　　　　　　　　　　　山下真由子 （17・田子町）

◎ガーリックレディ
田中美沙子さんのコメント

　職場のバックアップがあ
り、応募することができまし
た。田子町をＰＲすることで、
今度は私が町に恩返ししてい
きたいと思います。

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
全
員
で
記
念
写
真

しおてばwith たっこにんにく

にぎわった出店の様子

No-1グランプリに輝いた
大安食堂（右）

にんにく料理で冬も元気

第５回ＮＩＮＮＩＫＵ料理オンリー１グランプリ
　八戸市や二戸市など、町内外から出店した６店舗がそ
れぞれ自慢のにんにく料理を出品しました。オンリー１
の店は来場者によるメダルの投票で決められ、総重量
2,461ｇ分のメダルを獲得した、大安食堂のしおてば
with たっこにんにくがグランプリに輝きました。

順位 料理名 店舗 総重量

１位 しおてば with たっこにん
にく 大安食堂（八戸市） 2,461ｇ

２位 トロッとたまごの AB（あ
ぶ）ラーメン

田子町ガーリックセン
ター 2,310ｇ

３位 田子豚のローストポーク丼 割烹白山（三戸町） 2,030ｇ

４位 黒にんにくソースピザ 酔いどころ　わいわい 2,020ｇ

５位 たっこにんにく炒麺 大阪焼き三太ロマネス
ク八戸 1,690ｇ

６位 田子ガーリックピザせん 鉄板焼き処 來（二戸市）1,600ｇ

ガーリックレディコンテスト



5

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

（
※
写
真
１
）

　

２
月
２
日
に
飯
豊
生
活
館
、

７
日
に
関
地
区
集
落
セ
ン
タ

ー
、
23
日
に
本
町
に
ぎ
わ
い
館

の
３
会
場
で
対
話
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
長
と

町
民
の
方
々
が
町
の
こ
と
に
つ

い
て
語
り
合
う
場
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
全
11

回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
会
場
合
わ
せ
て
約

30
名
が
参
加
し
、
地
域
整
備
か

ら
町
の
将
来
の
こ
と
ま
で
話
題

は
深
ま
り
を
見
せ
、
予
定
さ
れ

て
い
た
時
間
内
で
は
収
ま
り
き

ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
度
も
開
催
予

定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
お

近
く
の
地
域
が
会
場
に
な
っ
た

時
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

田
子
町
海
外
研
修

～
中
・
高
合
同
報
告
会
～

（
※
写
真
２
）

　

２
月
13
日
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
、
海
外
研
修
中
高
合

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

同
報
告
会
が
開
か
れ
田
子
中
学

校（
佐
藤
邦
彦
校
長
）２
年
生
10

人
、
田
子
高
校（
石
澤
德
成
校

長
）１
年
生
６
人
が
、
姉
妹
都

市
ア
メ
リ
カ
ギ
ル
ロ
イ
市
訪
問

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
町
の
青
少
年
海

外
派
遣
事
業
に
よ
る
も
の
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
高
校
の
授
業

に
参
加
す
る
な
ど
、
現
地
の
生

活
に
直
接
触
れ
豊
か
な
国
際
感

覚
の
育
成
と
、
語
学
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
ら
は
出
席
し
た
各
関

係
者
や
保
護
者
に
対
し
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
画
像
を
映
し
な
が
ら

ギ
ル
ロ
イ
市
で
の
体
験
や
感
想

を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
研
修

生
ら
は
一
様
に「
行
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
」「
英
語
を
も
っ
と

勉
強
し
交
流
を
続
け
た
い
」「
将

来
の
夢
を
見
つ
け
た
」「
さ
ら
に

英
語
の
力
を
つ
け
た
い
」と
、

目
を
輝
か
せ
て
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
海
外
派
遣
事
業
の
日
程

は
、
中
学
生
は
昨
年
10
月
26
日

～
11
月
２
日
、
高
校
生
は
１
月

６
日
～
14
日
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
語
は
楽
し
い
～
田
子

町
生
涯
学
習
町
民
研
修
会

～
（
※
写
真
３
）

　

２
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
28
年
度
田
子
町
生
涯
学
習

町
民
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
日
本
語
学
者
の

金
田
一
秀
穂
先
生
が
、「
世
界

一
受
け
た
い
授
業
～
お
も
し
ろ

日
本
語
～
」と
題
し
て
講
演
し

「
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
で

は
な
く
、
気
持
ち
の
良
い
日
本

語
が
大
事
」と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
町
と
町

連
合
父
母
と
教
師
の
会
の
共
催

で
、
会
場
に
は
約
１
２
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
金
田
一
先
生
は
、「
言

葉
は
仲
良
く
す
る
た
め
、
気
持

ち
よ
く
す
る
た
め
に
あ
る
。
説

明
の
仕
方
一
つ
で
も
と
ら
え
方

が
変
わ
っ
て
く
る
。
刺
身
を
知

ら
な
い
人
に
、『
死
ん
だ
魚
の

生
の
肉
』と
言
っ
た
ら
お
い
し

そ
う
に
は
聞
こ
え
な
い
で
し
ょ

う
」と
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
、

参
加
者
の
興
味
を
惹
き
ま
し

た
。

（
写
真
３
）
参
加
者
の
近
く
で
講
話

　

さ
れ
る
金
田
一
先
生

（
写
真
１
）
本
町
に
ぎ
わ
い
館
で
の
様
子

（
写
真
２
）
田
子
中
派
遣
団
の
発
表
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

音
楽
で
ま
ち
づ
く
り
～
青

森
県
警
察
音
楽
隊
演
奏
会

～
（
※
写
真
４
）

　

２
月
25
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で「
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
in

田
子
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
青
森
県
警
察
本
部
と
三

戸
警
察
署
に
よ
る
も
の
で
、
田

子
町
で
は
17
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」や「
ド
ラ

え
も
ん
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
な
ど
子
ど
も

に
お
な
じ
み
の
曲
か
ら
、「
ラ

ブ
・
イ
ズ
・
オ
ー
バ
ー
」「
日

本
縦
断
民
謡
ま
つ
り
」な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
曲
中
に
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
の
演
技
も
あ
り
、
目
で
も

耳
で
も
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
２
部
冒
頭
に
警
察

音
楽
隊
員
に
よ
る
特
殊
詐
欺
防

止
寸
劇
が
行
わ
れ
、
注
意
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

新
た
な
商
品
が
ブ
ラ
ン
ド

認
定
へ
～
田
子
ブ
ラ
ン
ド

新
商
品
認
定
証
交
付
式
～

（
※
写
真
５
）

　

２
月
25
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
田
子
ブ
ラ

ン
ド
新
商
品
認
定
証
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田

子
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
に
よ

る
も
の
で
、
田
子
町
の
特
産
品

及
び
地
域
資
源
を
活
か
し
た
既

存
特
産
品
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン

ド
認
定
を
行
う
も
の
で
す
。
今

回
新
た
に
３
社
６
商
品
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。

▽
田
子
に
ん
に
く
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
え
ご
ま
（
有
限
会
社
ハ
ル
ミ

内
装
）

▽
き
ざ
み
野
菜
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

し
ょ
う
ゆ（
妙
子
屋
）

▽
き
ざ
み
野
菜
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

し
お（
同
）

▽
純
黒
に
ん
に
く
個
包
装（
株

式
会
社
岡
崎
屋
）

▽
純
黒
に
ん
に
く
バ
ラ
タ
イ
プ

５
０
０
ｇ
（
同
）

▽
純
黒
に
ん
に
く
Ｂ
Ｏ
Ｘ
１
０

０
ｇ
（
同
）

善
意
が
か
た
ち
に
～
24
時

間
テ
レ
ビ
福
祉
車
両
寄
贈

～
（
※
写
真
６
）

　

３
月
２
日
、
青
森
市
の
青
森

放
送
本
社
に
て
福
祉
車
両
寄
贈

式
が
行
わ
れ
、
日
本
テ
レ
ビ

「
24
時
間
テ
レ
ビ
」チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
委
員
会
よ
り
田
子
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ス
ロ
ー
プ
付
き
軽

自
動
車
１
台
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
度
県
内
で
は
、
田
子

町
と
お
い
ら
せ
町
へ
の
寄
贈
と

な
り
ま
す
。

　

３
日
に
は
、
田
子
町
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
に
よ
り
安
全
祈

願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
協
議

会
へ
の
寄
贈
は
初
で
、
中
村
智

佳
子
事
務
局
長
は「
田
子
町
は

細
い
道
が
多
い
の
で
、
細
部
ま

で
い
け
る
ス
ロ
ー
プ
付
き
軽
自

動
車
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
募
金
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
５
）
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る

　

久
保
さ
ん（
有
限
会
社
ハ
ル
ミ
内
装
）

（
写
真
６
）
寄
贈
さ
れ
た
ス
ロ
ー
プ
付

　

き
軽
自
動
車

（
写
真
４
）
華
麗
な
演
奏
で
来
場
者
を
魅
了
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

ナ
イ
タ
ー
卓
球
閉
会
式

（
※
写
真
７
）

　

３
月
４
日
、
第
40
回
田
子
町

ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦
及
び

第
38
回
田
子
町
卓
球
選
手
権
大

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
リ
ー
グ
戦
40
周
年
記

念
と
し
て
、
優
秀
チ
ー
ム
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
40
回
田
子
町
ナ
イ
タ
ー
卓

球
リ
ー
グ
戦

▽
第
１
位　

熟
年
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
▽
第
２
位　

豪
遊
会
▽
第

３
位　

丸
富
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

●
第
38
回
田
子
町
卓
球
選
手
権

大
会

◎
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
第
１
位　

山
本
雄
貴
▽
第
２

位　

遠
澤
直
樹
▽
第
３
位　

山

道
一
矛
▽
第
４
位　

柳
田
寿
美

◎
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

▽
第
１
位　

橋
本
宏
夢
▽
第
２

位　

松
橋
海
渡
▽
第
３
位　

遠

澤
佑
樹

●
40
周
年
記
念
優
秀
チ
ー
ム
賞

（
第
30
回
～
第
39
回
大
会
）

▽
熟
年
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
（
第

１
位
５
回
、
第
２
位
１
回
、
第

３
位
０
回
）

特
設
コ
ー
ス
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
滑
走
（
※
写
真
８
）

　

３
月
５
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
キ
ャ
プ
テ
ン

ス
タ
ッ
グ
カ
ッ
プ
ソ
リ
ワ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７
世
界
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
と
創
遊

村
２
２
９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
参
加
者
は

シ
ン
グ
ル
の
部
68
名
（
小
学
生

25
名
・
中
学
生
～
大
人
43
名
）、

ペ
ア
の
部
10
組
、
合
計
88
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
で
、
八
戸
市
か
ら

の
参
加
が
多
く
、
北
は
青
森
市

か
ら
南
は
岩
手
県
八
幡
平
市
ま

で
、
そ
の
他
毎
年
参
加
し
て
い

る
と
い
う
親
子
連
れ
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
シ
ン
グ
ル
１
部
（
小
学
生
）

▽
第
１
位　

川
守
田
颯
斗（
田

子
町
）
▽
第
２
位　

中
山
聖
翔

（
田
子
町
）
▽
第
３
位　

稲
村
禮

（
田
子
町
）
▽
第
４
位　

畠
山
沙

耶
香
（
田
子
町
）

●
シ
ン
グ
ル
２
部
（
中
学
生
か

ら
大
人
）

▽
第
１
位　

手
倉
森
伸
（
八
戸

市
）▽
第
２
位　

三
浦
孝
之（
八

戸
市
）
▽
第
３
位　

上
村
人
志

（
田
子
町
）
▽
第
４
位　

安
達
泰

我
（
八
戸
市
）

●
ペ
ア
の
部

▽
第
１
位　

久
保
成
顕
・
舞
華

（
田
子
町
）※
２
連
覇
▽
第
２
位

畠
山
貴
幸
・
美
紅
里
（
田
子
町
）

▽
第
３
位　

山
田
孝
太
郎
・
糸

鶴
（
八
戸
市
）
▽
第
４
位　

梅

内
義
幸
・
奏
羽
（
田
子
町
）

　こんにちは。田子
町地域おこし協力隊
の新岡です。今年も
雪は少ない方なのか
もしれませんが、弘
前よりも雪片付けが
楽でいいなと実感し
ています。

　「第16回ふるさと自慢わがまち CM 大賞」での大賞受
賞おめでとうございます。最近は CM でも流れるよう
になって見かけることも多くなりました。素朴で人情
味があってほのぼのしますね。県内の人にも広く田子
町のことを知ってもらうのにとてもいい CM だなと思
います。
　２月にはたっこにんにくまつりを楽しんできました。
告知の CM も流れていたこともあり会場はたくさんの
来場者であふれていました。田子町の特産品や美味し
い料理も並びここぞとばかりに食べまくり、お土産に
は黒にんにくも買ってきました。
　製作の方はエグリという皮むきに使う道具作りもす
るようになってきまし
た。まだまだ覚えるこ
とは多いですが、地道
にコツコツ頑張ってい
きたいと思います。
　今後ともよろしくお
願いします。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

（
写
真
７
）
優
秀
チ
ー
ム
賞
受
賞
の
熟
年

　

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

（
写
真
８
）
激
戦
の
シ
ン
グ
ル
２
部
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●
お
知
ら
せ

■  三戸地区交通安全協会からのお知らせ
　～特定任意講習廃止について～
　平成25年10月より三戸警察署では運転免許証の更新
は優良講習のみとしており、さらに年４回特定任意講
習を開催しておりましたが、受講者の減少に伴い、特
定任意講習は平成29年度より廃止となります。
　平成29年度から三戸警察署では、優良講習・高齢者
講習該当の方のみの受付となります。ご不便をおかけ
して申し訳ありませんが、ご理解をお願いいたします。

問三戸地区交通安全協会 ☎２３−３４５１

■  県税の口座振替のお願い
　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替
をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業
税、法人県民税 ･ 法人事業税 ･ 地方法人特別税、軽油
引取税です。納税義務者本人の通帳と預金届出印を持
参のうえ、最寄りの取扱金融機関または県税部の窓口
に備え付けの申込用紙によりお手続きできます。
　なお、平成29年度分の申込期限は、４月28日です。
お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信
用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協等です。

（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線211・327・357

■  田子町子ども医療費受給資格証の更新の手続
　きはお済みですか？
　町では、町に在住の乳幼児・小学生・中学生の医療
機関受診時の医療費を助成する「田子町子ども医療費
助成事業」を行っています。
　受給者の皆様に発行している「田
子町子ども医療費受給資格証」は平
成29年３月末日で有効期限切れと
なりますので、まだ更新申請書を
提出していない方は手続きしていただきますようお願
いします。
▼受付窓口　役場住民課子育て定住移住支援室
▼対象者
・平成29年４月に小学校に入学する児童・小学生・中

学生（平成29年３月に卒業する３年生を除く）
・障害のある方（高等部等に入学する児童、在学生）
▼申請時間　午前８時15分〜午後５時（平日）
※夕方５時までに電話連絡をいただければ、申請窓

口の延長ができます。
▼持参するもの
　○申請書　○お子様の健康保険証　○認印
※田子高校生は新年度の在学証明書が発行される４

月以降に更新を行うことになります。教育委員会か
ら田子高校生がいらっしゃるご家庭に別途通知が郵
送されます。

問役場住民課子育て定住移住支援室 ☎２３−０６７８

■  田子町国民健康保険（国保）の届け出について
　国保に加入するときとやめるときなどの場合は、役
場住民課に届け出が必要です。

◎国保に加入するとき
・職場の健康保険などをやめたとき
・他の市町村から転入したとき
・子どもが生まれたとき
・生活保護を受けなくなったとき

◎国保をやめるとき
・職場の健康保険などへ加入したとき
・他の市町村へ転出したとき
・死亡したとき
・生活保護を受け始めたとき

▼持参するもの
○印鑑　○異動となる対象者全員と世帯主の個人番
号（マイナンバー）　○健康保険の保険証、離職票、
健康保険加入（喪失）証明書のいずれか１つ

問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  田子保育園移転新築についての住民説明会
　開催のお知らせ　
　この度、田子保育園を移転新築することになりまし
た。それに伴い、経緯や今後の取り組みについて、住
民の皆さまや保育園入園児童の保護者の方々にご説明
するため、住民説明会を開催いたします。
　ご多忙とは存じますが、ぜひご参加いた
だきますようお願いいたします。
▼日　時　４月13日（木）午後７時〜８時
▼場　所　中央公民館ホール
▼説明案件　田子保育園の移転新築について

問役場住民課子育て定住移住支援室 ☎２３−０６７８

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。　　役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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●
お
知
ら
せ

■  好評！ ふるさと納税
　ふるさと納税制度（寄附金）は、平成20年度に「生ま
れ育ったふるさとに貢献できる制度」、「自分の意思で
応援したい自治体を選ぶことができる制度」として創
設されました。
　この寄附金について、平成28年度の町の状況をお知
らせします。

▼件数と金額（平成29年２月28日現在）
　総件数　　2 4 1 2 件
　総金額　　4 4 , 8 1 0 , 0 0 0 円

▼寄附金の希望使途
金　額（円） 割合

教育文化の充実 12,975,000 29.0％

保健福祉の充実 7,500,000 16.7％

産業経済の充実 10,785,000 24.1％

生活環境の充実 13,550,00 30.2％

合　計 44,810,000 100.0％

▼お礼の品は「にんにく」が最多
項目別 割合

にんにく 40.3％
田子牛 28.8％
果物 22.9％
田子豚 3.7％
加工品・その他 4.3％
合　計 100.0％

▼県別寄附者数
　県内　　1 4 5 人
　県外　　2 , 2 6 7 人
　合計　　2 , 4 1 2 人

　県内は八戸市が最も多く、次に青森市、弘前市、十
和田市の順となっており、全都道府県の方々から寄附
金（ふるさと納税）が寄せられています。

◎ふるさと納税は、自らが生まれ育った地域や、関わ
りが深い地域など応援したい都道府県・市町村への

「寄附金」のことです。寄
附をした場合、2000円を超
える部分について、所得税
及び個人住民税から寄附金
額に応じて一定額の控除を
受けられます。

問役場税務課 ☎２０−７１１２

■  「まちづくり活動」に補助金を交付しています！
　町では、皆さんが自由な発想で自主的に取り組むま
ちづくり活動に対して、「協働のまちづくり活動支援
事業補助金」を交付しています。平成30年２月末日ま
で随時募集しておりますので、詳細は役場政策推進課
までお問い合わせください。
▼対象
①地縁による団体またはこれに準ずる団体
　（自治会や町内会等）
②会則や役員等の定めを有し、５名以上の町民が組織
　する団体（任意団体等）
▼補助上限額
ハード事業：２０万円
　※ 除雪機購入は５０万円（対象①のみ申請可）
ソフト事業：　５万円
　※ ハード・ソフト共に補助率は１０/ １０

▼補助金の活用事例
◎申請団体：干草場自治会
　事業内容：生活館周囲の支障木伐採（写真①）
　事業費　：１０５，０６０円（補助金１０５，０００円）
◎申請団体：衣更自治会
　事業内容：集落センターの屋根塗装（写真②）、
　　　　　　簡易柵設置、泥上げ、花植え
　事業費　：１０１，０１０円（補助金１０１，０００円）
◎申請団体：種子地区自主防災会
　事業内容：防災資機材保管庫の設置（写真③）
　事業費　：１８１，４４０円（補助金１８１，０００円）
◎申請団体：塚ノ上ミ自治会
　事業内容：除雪機の購入（写真④）
　事業費　：４６５，０００円（補助金４６５，０００円）

問役場政策推進課 ☎２０−７１２７

写真①

写真③

写真②

写真④
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

平成29年度行事予定
※ 日程は変更になる場合があります。　
●４月
▽30日（日）
　新発見町内健康ウォーキング
　（４月～10月まで、７回開催します）

●５月
▽31日（水）
　田子町チャレンジデー

2017（町内全域）
（写真）

●６月
▽10日（土）、11日（日）
　第69回三戸郡総合体育大会（主会場　新郷村）

●７月
▽22日（土）～24日（月）
　キャンピングワールド2017
▽29日（土）、30日（日）
　第72回市町村対抗青森県民体育大会

（主会場　青森市）

●８月
▽２日（水）～４日（金）
　水泳教室（町民プール）

●９月
▽３日（日）
　第25回青森県民駅伝競走大会（青森市）　
▽10日（日）
　第63回田子町民大運動会

（写真）
●10月
▽28日（土）、29日（日）
　田子ひとくるめゃ文化祭

●１月
▽７日（日）
　平成30年田子町成人式
▽９日（火）
　第44回新春書き初め大会

●２月
▽５日（日）
　第40回田子町文化協会芸能発表会

▽18日（日）
　平成29年度田子町生涯学習町民研修会　　
▽22日（木）
　平成29年田子町文化賞・スポーツ賞表彰式

公民館講座予定
●中央公民館
・田子神楽養成講座（写真）

５月～10月（12回）
・フラダンス講座

５月～10月（11回）
・ヨガ健康講座

６月～12月（12回）
・生け花講座 ４月～３月（12回）
●上郷公民館行事
・水曜わんぱくじゅく ５月～２月（10回）
・フラワーアレンジメント教室 ４月～２月（11回）

公民館講座募集
　自主運営による公民館講座を募集します。
活動したいことを講座にして、町民交流の輪を広
げてみませんか。講座開設に向けてお手伝いしま
すので、お気軽に声をおかけください。
　なお、募集は随時しております。

田子町チャレンジデースローガン決定！
「運動で　毎日コツコツ　健康貯金」

　昨年のチャレンジデーは、町民みなさまのご協力
により、目標の参加率70％を超え、初勝利を収める
ことができました。ありがとうございました。
　今年からチャレンジデーをきっかけに、毎日の運
動をコツコツ積み重ねることで健康要素を貯金し、
健康づくりにつながるようにと「運動で　毎日コツ
コツ　健康貯金」をスローガンに掲げて実施します。
自分の健康づくりのために取り組みましょう。　
　詳しくは、今後、配布するチラシをご覧いただく
か、ケーブルテレビなどでお知らせします。

問田子町チャレンジデー実行委員会
　 事務局 ☎２０－７０７０
※ 詳細は、データ放送、チラシ、ポスターをご覧く
　ださい。
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●歴史
▽サピエンス全史／文明の構造と

人類の幸福／上下巻／ユヴァル・
ノア・ハラリ／209ハ

▽ギリシア人の物語２／塩野七生
／231シ
●健康
▽自分でできる！筋膜リリースパ

ーフェクトガイド／492タ
▽花粉症 ･ アレルギーを自分で治

す70の知恵／493カ
●生活など
▽移住女子／伊佐知美／365イ
▽ちょっと早めの老い支度／続々

／岸本葉子／367キ
▽暮らしのおへそ23 ／590ク
●歴史・時代小説
▽銀の猫／朝井まかて／913ア
▽大晦り／新・酔いどれ小藤次７／

佐伯泰英／913サ
▽平蜘蛛の剣／口入屋用心棒18 ／

鈴木英治／913ス
▽あきない正傳金と銀３／奔流篇／

髙田郁／913タ
▽待つ春や／風の市兵衛18 ／辻堂

魁／913ツ
▽墨龍賦／葉室麟／913ハ
▽宵しぐれ／隅田川御用帳４／藤原

緋沙子／913フ
▽あま酒／藍染袴お匙帖11 ／藤原

緋沙子／913フ
▽照り柿／浄瑠璃長屋春秋記１／藤

原緋沙子／913フ
●ミステリー・サスペンス・警察
小説など
▽鏡の女／新装版／内田康夫／

913ウ
▽錯迷／堂場瞬一／913ド
▽翼がなくても／中山七里／913ナ
▽神様の裏の顔／藤崎翔／913フ
●そのほかの小説など
▽東京クルージング／伊集院静／

913イ
▽本を守ろうとする猫の話／夏川

草介／913ナ
▽騎士団長殺し／第１部／顕れる

イデア編／村上春樹／913ム
▽騎士団長殺し／第２部／遷ろう

メタファー編／村上春樹／913ム
▽サンライズ・サンセット／山本

一力／913ヤ
●エッセイ・手記など
▽もう、がまんしない。／心屋仁

之助／159コ
▽山猫珈琲／下巻／湊かなえ／

914ミ

図書館情報
若い人に贈る読書のすすめ2017

　待ちに待った
春です。「新しい
学校、新しい生
活に一歩踏み出
したフレッシュな
あなた」や、「い
つまでもフレッ
シュでいたいあ
なた」におすすめ
する本を、集め
て展示・貸出し
ます。どうぞこ
の機会に図書館
をご利用ください。
○池上彰の君たちと考えるこれから

のこと
○18歳からの民主主義

○最強の働き方
○人生を変える勇気
○夜を乗り越える
○翻訳できない世界のことば

▼期間  ４／19（水）～６／11（日）
▼対象　すべての図書館利用者
▼内容　期間中に図書館の本を１冊

借りると、台紙にスタンプを１つ

押します。スタンプを30個集める
と、その場で粗品をプレゼントし
ます。

▼期間　４／22（土）～本がなくな
り次第終了
▼対象　貸出券をお持ちの中学生以

上の方

▼内容　図書館で受け入れて１年以
上経過した雑誌、除籍した古本な
どを決められた冊数だけ差し上げ
ます。

●「若い人におすすめする本」展示と貸出

●春の読書スタンプラリー

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

●一人10冊まで貸出

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

4月の図書館行事
▼４／５（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼４／23（日）～５／12（金）
　こどもの読書週間
▼４／22（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「回転こうま」のおりがみ
▼４／22（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

※４／９（日）本の読み聞かせととしょかん
クラブはお休みです。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・
　第４木曜日（館内整理日）

▼色の濃い日が休館日です。

▼期間  ４／19（水）～４／30（日）
▼内容　一人10冊まで（通常は５

冊まで）２週間貸出します。
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誕生

●川上世
せ な

夏（純平・梓乃）／川代
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●川端みさ（82歳）野面
●日津篤葊（77歳）袖平
●二又勝彌（84歳）西舘野
●尾形喜悦（86歳）種子
●髙沢とむ（84歳）雀ケ平
●大下忠一（84歳）干草場
●沢口ハキ（100歳）道前
●池田とわ（96歳）下田子
●三上幾子（68歳）道地
●山川さだ（95歳）北側
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
29
年
２
月
28
日
現
在

世帯数／2207（－７）
人口／5805（－16）
男／2800（ －６ ）
女／3005（－10）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
春
の
火

災
予
防
運
動
が
４
月
10
日
か
ら

４
月
16
日
ま
で
の
１
週
間
『
消

し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
』
を
統
一
標
語
に

県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
ご
み
焼
却
、
野
焼
き

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
の
、

あ
ぜ
道
の
草
及
び
下
枝
等
の
焼

却
や
、
庭
木
、
落
ち
葉
な
ど
の

軽
微
な
焼
却
は
、
例
外
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等
に

よ
り
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
に

支
障
を
来
し
た
場
合
、
例
外
か

ら
外
れ
ま
す
。

◇
焼
却
を
す
る
際
は
次
の
こ
と

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
あ
ら
か
じ
め
消
防
署
へ
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
の
届
出

を
す
る
こ
と

②
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

③
近
く
に
可
燃
物
が
な
い
か
確

認
す
る
こ
と

④
そ
の
場
を
離
れ
る
際
は
、
完

全
に
消
火
す
る
こ
と

⑤
す
ぐ
消
火
で
き
る
よ
う
水
バ

ケ
ツ
等
を
準
備
す
る
こ
と

◎
火
の
取
扱
い
に
は
充
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
新
入
学
児
童
を
守
ろ
う

　

春
が
到
来
し
、
新
入
学
児
童

が
通
学
や
遊
び
な
ど
で
子
ど
も

た
ち
の
外
出
の
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

児
童
は
車
輌
や
水
の
怖
さ
に

不
慣
れ
な
こ
と
か
ら
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
道

路
等
で
小
さ
な
子
ど
も
を
見
か

け
た
ら
飛
び
出
し
等
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
河
川
敷
や
崖
な
ど
の
危
険
な

場
所
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
小
さ
い
子
ど
も
と
連
れ
の
保

護
者
の
方
は
、
手
を
つ
な
ぎ
児

童
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
右
側
を
通
行
す
る
際
は
児
童

を
保
護
者
の
右
手
に
つ
な
ぎ
、

児
童
を
車
道
の
反
対
側
に
し
て

飛
び
出
し
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
上
郷
警
察
官
連
絡
所
の
臨
時

開
所
に
つ
い
て

　

上
郷
警
察
官
連
絡
所
を
毎
月

臨
時
に
開
所
し
ま
す
。

　

４
月
は
、
第
１
、
第
３
月
曜

日
の
午
後
に
上
郷
警
察
官
連
絡

所
で
警
察
官
が
業
務
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

4
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

5
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

7
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

11
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

12
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00～11:00

14
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

18
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

19
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

20
（木）

自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00～4:00

21
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

25
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

26
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00～11:00

27
（木）

保健推進員研修会（せせらぎの郷）
午後1:30～3:00

28
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

４月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に
関するご相談は
せせらぎの郷へ
☎20-7100
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３
月
３
日
、
田
子
保
育
園
で

は「
お
ひ
な
様
パ
ー
テ
ィ
ー
＆

あ
り
が
と
う
さ
く
ら
ぐ
み
さ
ん
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
ひ
な

様
の
由
来
や
、
た
く
さ
ん
あ
る

人
形
が
ど
う
し
て
不
思
議
な
恰

好
を
し
て
い
る
の
か
、
た
く
さ

ん
の
タ
ン
ス
や
お
茶
セ
ッ
ト
は

ど
う
し
て
あ
る
の
か
な
ど
、
子

ど
も
の
素
朴
な
疑
問
に
○
×
ク

イ
ズ（
左
写
真
）で
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は「
え
～
！！ 

そ

う
な
ん
だ
ぁ
！！ 

知
ら
な
か
っ

た
！！
」「
知
っ
て
た
よ
！！
」と
い

う
声
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
組
年
長
の
女
の
子
は
、

ピ
ン
ク
の
可
愛
ら
し
い
衣
装
を

き
て「
お
ひ
な
様
ダ
ン
サ
ー
ズ
」

と
紹
介
さ
れ
、
ひ
な
壇
の
前
で

可
憐
に
動
き
な
が
ら
踊
り
を
披

露
し
て
、
場
を
華
や
か
に
飾
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
在
園
児
や
先
生

方
が
ア
ー
チ
を
作
り
、
さ
く
ら

組
さ
ん
を
送
り
出
し
、
ア
ー
チ

の
ト
ン
ネ
ル
の
な
か
で
は
在
園

児
が「
保
育
園
に
ま
た
き
て
ね
！ 

頑
張
っ
て
ね
！
」と
声
を
か
け
、

そ
れ
に
こ
た
え
て
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
る
卒
園
児
が
印
象
的

で
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
保
育
園
）

学
校
の
話
題
　
田
子
保
育
園

　情報スクランブル

百
幹
に
百
の
枝
振
り
冬
木
立 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

日
脚
伸
ぶ
い
つ
も
の
人
の
笑
い
顔 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

売
ら
れ
ゆ
く
牛
の
尻
に
も
春
の
泥 

森
き
よ
し
（
清
）

二
月
尽
雨
待
ち
顔
に
野
山
か
な 

川
村
キ
ヱ

寒
林
に
侘
び
寂
び
あ
り
て
ほ
ぐ
れ
け
り 

堀　

つ
や
子

老
い
独
り
ひ
と
り
ご
と
言
い
種
下
ろ
す 

山
本
一
枝
子

ど
の
樹
に
も
想
ひ
あ
る
や
に
冬
芽
立
つ

 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

冬
木
の
芽
ま
だ
捨
て
き
れ
ぬ
向
上
心 

原　

秋
月（
菊
次
郎
）

庭
に
入
り
惑
う
風
あ
り
黄
水
仙 

佐
藤
桂
水（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句

編
集
後
記

　

３
月
３
日
は
ひ
な
祭
り
で
し
た
ね
。

今
回
ひ
な
祭
り
に
つ
い
て
調
べ
て
び
っ

く
り
し
た
こ
と
が
！　

ひ
な
祭
り
が
近

づ
く
と
聞
こ
え
る
あ
の
歌
、「
お
内
裏
様

と
お
ひ
な
様
～
♪
」に
つ
い
て
で
す
。

　

実
は
、
男
雛
と
女
雛
の
一
対
で「
お
内

裏
様
」や「
お
ひ
な
様
」と
言
う
の
だ
そ

う
で
す
。
作
詞
家
の
方
も
あ
と
で
気
づ

い
て
、
と
っ
て
も
後
悔
し
て
い
る
と
語

っ
て
い
た
と
か
。

　

他
に
も
歌
詞
中
に
間
違
い
が
あ
る
そ

う
な
の
で
、
立
派
な
雛
飾
り
を
見
る
機

会
が
あ
れ
ば
歌
い
な
が
ら
探
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

×：結婚式の音楽隊です。
園児正答率50％

○：園児正答率80％
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
７
年
３
月
号
（
平
成
29
年
３
月
22
日
発
行
）
通
算
第
６
８
９
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成28年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●上川原暉
ひ か り

織ちゃん
Ｈ28.3.18

（夏坂・女の子）
産まれてきてくれてあ
りがとう。元気に笑っ
てくれてありがとう。
食いしん坊なひかりの
成長が楽しみだよ！

●森本有
ゆうさく

咲ちゃん
Ｈ28.3.8
（サンモール・男の子）
お誕生日おめでとう。
カワイイカワイイゆう
ちゃん。強くたくまし
く育ってね。みんな大
好きだよ。

●滝沢友
ゆ い

彩ちゃん
Ｈ28.3.25

（西舘野・女の子）
なんでも興味津々で好
奇心旺盛な友彩。これ
からも元気に大きく
なってね！　お誕生日
おめでとう！

第２回田子町フォトコンテスト入賞作品

●準グランプリ
　「神前に舞う」

丹野武次（三戸町）

●水景色部門 -推薦
　「田んぼとお水とぼく」

田中沙織（八戸市）

●イベント部門 -推薦
　「細野地区の虫追い」

相馬勉（弘前市）

●特別審査員賞
　「りんかちゃん」

橋本一夫（田子町）

●特別審査員賞
　「Moonlight」

白山健悦（おいらせ町）

● facebook部門金賞
　「梅雨の中」

川名美夏（田子町）


